【別添－７】
■ふれあいリビングとは
昨今は、府営住宅における入居者の高齢化が進んでいます。そのような状況から府営住宅の集会所では、高齢者が孤立することなく、誰もが気軽に集まって食事会や団らん、サークル活動などを行う「ふれあいリビング」を推進しています。
これまで20数箇所の府営住宅の集会所で、既存の集会所を改修するなどして、「ふれあいリビング」が実施されており、活動日を決めて、喫茶を行ったり、イベントを開催したりするなど、気軽に住民同士がふれあえる場となっています。
現在の堺新金岡２丁３番住宅の集会所では、「ふれあいリビング」としては利用されていませんが、今回の建替え後の集会所では、将来的に喫茶等を行う「ふれあいリビング」として利用することが可能となるような、集会室と湯沸室を一体化したタイプの集会所を整備する予定です。

■集会所の運営について
管理は入居者で組織する自治会が行います。平常時は施錠されており、利用する際には自治会の許可を得て鍵を借りて利用します。

現在の集会所では、自治会や老人会の会合が定期的に開催されているほか、集会室に卓球台を広げて卓球をしたりしています。
巡回管理員室は週1日、午後より2時間程度、大阪府が委託している会社から巡回管理員が滞在します。集会所とは独立して使用できるようにします。（水道、電気の引き込み等の分離まで検討する必要はありません。）
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■身体障がい者用トイレについて
身体障がい者用トイレについては、洋風大便器1個、洗面器１個、オスト
メイト対応シンク１個を設置してください。
図のように、トイレ入口より便器まで直径1.5ｍの円が内接できる程度の
スペースを確保し、車いすが回転できるようにしてください。
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